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1．は じめに

　山 口県西部 に位置す る下 関市菊川町 付近 の田 部盆地 に は，河

成段 丘 が発達 し，北東側 を菊川断層 で境されて い る．そ の 河 成

段丘 につ い ての 性状や特徴 につ い てほとん ど研 究 されてい ない ．

　2006年 7月 ll日に北緯 34度02分，東経 131度 10 分を震源

とする，菊川 断層南東延長上 でマ グ ニ チ ュ
ー

ド4．0 の 山口県中

部の 地震が発 生 してい る （図
一D．

　本研究で は、下関市菊川町下保 木を含む 田部 盆地周辺 を対 象

と して，菊川断層 と河成 段丘 との 成因的関係を明 らかにす るた

め に，地形判読 と露頭 調査を行 い ，段丘 面の 分布や段丘堆積物

の 性状を明 らか にす る．さらに，段 丘堆積物か ら採取 した試 料

の X 線回折 を行 い
， 粘土鉱物組成 を解析す る，これ らの 結果を

総合 して ， 菊川断層の 性状と河成段丘の 形成 との 関連性 を議論

する．

2．地形 ・
地質

Zl 地彫

　田部盆地 は，北部を 鋤 〜500m，南部 を 200〜300m の 山地 に

囲 まれ てい る．田部盆地 に は，木屋 川，田部川，歌野川，貴飯

川が流入 する．

Z2 地質

　 田部盆地周 辺 には ， 中生代 ジ ュ ラ紀前期〜中期の 豊浦層群 が

分布 し，一
部に酸性脈岩が貫入 してい る．東部に は古生代ペ ル

ム 紀の 豊東層群が分布し，一部に周防変成岩が分布 して い る．

そ れ らを覆っ て，更親統 と完新統 が分布す る．豊 東層群は，不

図一1 山口県の 主要な活断層と地震活動

地震の デー
タは気象庁の カ タ ロ グによる．

　　黒枠は本研究の 調査地域を示す．

均質な泥質岩 か らな る基質 中に ， チャ
ート，緑色岩，斑 レ イ岩，

蛇紋岩の 岩塊をブ ロ ッ ク状ない し レ ン ズ状に伴っ てい る．豊浦

層 群は， 浅海性堆積相の 堆積岩で あ り，礫岩，砂岩，泥岩〜頁

岩お よびそれ らの 交互層 からなるり
（図
一2）．

3．菊ll噺 層の 概要

　菊川断層は，下関市豊浦町 宇賀本郷か ら下関市菊川町下保木

に かけて の 約 18  が確実度 1，活動度Bの 左 横ず れの 活断層で

あ り，そ の南東部側 は，確実度m の 活断層 で 約 τ  連続 して い

る
3 ）．全長は約25  である とされ てきた．

　山 口県
4 ）Sl

は，地形調査，トレ ン チ調査の 結果に基 づ い て，

瀞 層と して 帳 さは 18  〜20kmで あ り，欄 禮 構 櫑 か

ら下関市菊川町下保木地 区にか けて，北部，中央部，南部 の 3

っ の セ グメ ン トに分かれ る と して い る．これ に対 して，地震調

査 研究推進本部
6 ）

で は，菊川断層 とその 北西 延長 上の神 田岬沖

断層を含め て 菊川断層帯 を定義 した．こ の 菊 川断層帯 は，下関

市か ら下関 市菊川町 をとお り神田 岬南岸 を経 て海域の 響灘まで

約 舅   となる．以上の 結果か ら，菊川断層は1晒 一
南東方向 で，

左 横ずれを主体す る北東側隆起の 逆断層成分で あるこ とが わ か

っ てい る．
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　 しか しな がら，山口県 と地震調査研究推進本部で は ， 断層 の

長 さがそれぞれ 20  と 44  とされり 大き く異なっ てい る．こ

の 断層の 長 さを正確に把 握す るこ とは，山 口県西部の 地 震防災

上極 めて 重要な意味をもっ ．

4．地形判読

生 1 変位地形

　水系の 左横ずれの 屈曲，三 角末端面などの 変位地形を確認 し

た
1 ）．

　　図
一3 （a ）は，菊川断層沿い の 歌野川北西 で確認 した沢 の

屈 曲 a〜g で ある．図
一3e コ）の グラフ は，縦軸に変位量 横 軸

に 沢の 長さをとり，変位量と沢の 長さの 関係を示 した グラフ で

あ る．

42 段丘 面区分

　段丘 面は上位か ら，高位段丘 面， 中位段丘 面 ， 低 位段丘面の 3

面に 区分 され る．中位段丘 面 と低位段 丘面の 間に は扇状地 面 が

確認 された．

　図一4は，各段丘面の 区分と菊川 断層沿い の リニ ア メ ン トを示

す．

（a）

（b）

図
一3　（a ）空 中写真か ら見た菊川断層の 変位地 形

　　　　 （b）変位量 と沢の 長 さの 関係
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図
一4 菊川断層沿い の リニ ア メ ン トと段丘面

5，段 丘堆 積物の 露頭調査

　高位段丘 堆積物 と中位段丘堆積物の 露頭力確認 した．

5．1 高位段蹲 吻露頭

　高位段丘堆積物 は，標高 50〜80m 付近 に発達してい る．堆積

物は，赤褐 色の礫層で 礫は くさり礫 とな っ てい る．くさり礫と

基質の 部分の 境界はわ か りに くくなっ て い る．

5．2 中位段丘麟 膚頭

　中位段 丘 堆 積物は，標高 40m 付近に発達す る段丘 堆積物 で あ

る．黄土色 の 礫層 で あ り，礫 は 円礫 で ，新鮮な礫 の 礫種は，砂

岩，凝灰岩 である．また，新鮮な礫 とくさ り礫 が混合 して い る

露頭や新鮮な礫だけの 露頭が認め られ た．

6．段丘堆 積物の粘 土鉱物分析

　粘土鉱物分析 は，段丘 堆積 物の 後背地 を推定す る ために，段

丘堆積物を構成す る礫層 の 基質か ら試料 を採取 して行 っ た．採

取 した試料を水簸 により，2 μ m 以下の 細粒な粒子 を分析に使用

した．その 粒子 をス ライ ドガラ ス に塗布 し，定方位試料を作成

した．その 試料 を X 線回折装置 （mD ）で測定する こ とに よ り，

粘土鉱物を同定 した．

　測定に は，山口大学理学部機器分析セ ン タ
ー

の RINT2000

縦型 ゴニ オメ
ーターを用い た．測定条件は，対陰極Cu （k α ），

翻 ヨ≡40kV，管電流 1〔K）mA，臟 4°　／sec ，天珪査≡竃苣匪目3〜400

に設定 した．エ チ レ ング リコ
ー

ル 処 理 を行 っ た試 料につ い て は，

走査範囲を 3〜20
°

に設定した．

al タイプ分け

　段丘 堆積物 を構成す る基質試料の 粘土鉱物組成 を， 小泉
8 ）
藤

村
9 〕

の タイプ分 けを参考に して，タイプ 分けを行 っ た．粘土鉱

物の 組み合わせは，カオ リナイ トだけが含 まれ る K タイプ と雲

母粘 土鉱物だけが含まれ る Miタイズ 2種類の 粘土鉱物が含ま
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れ る K− Miタイプ とK−（h タイ プ，3種 類の 鉱物が含まれ る K−

Mi− Ch タイ プに わけられて い る．

　本研究で は，高位段丘 堆積物の 粘土 鉱物組み合わ せ は，これ

らの 5 タイ プの うち K− Mi− Chタイプの 粘土鉱物組み合わせ だ

けが確認 され た （図
一5 （a））．中位段丘堆積物 の 粘土鉱物組 み

合わせ に 5タ イ プ中の K− Mi−Chタイプ とK−Mi− Chタイプ に

ハ ロ イサ イ トが 含まれ て い るタ イプの 2 種類が認め られ た （図

一5 （b），（c））．

7．考察

　以上 の 結果を総合して，粘±鉱物組成 と後背地お よび菊川 断

層の活 動と河成段丘の 成因的関連陸を考察する．

（a ）
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7．・1粘土鉱物砠成 と後背地

　粘土 鉱物 分析の結果か ら，高位段 丘 堆 積物に お い て は，含ま

れ て い る粘土鉱物 の組み 合 わせ が同 じこ とか ら，同 じよ うな後

背地を持つ と考え られ る．中位段丘 堆積物ぽ 2種類の タイプが

確認 されたこ とか ら，後背地が 異なるか，もし くは風 化の程度

が 異なる と考え られ る．

　また，変位地形の 結果か ら，高位段丘 に おい て，菊川断層の

活動に よ っ て 後背地に変化がなかっ た と考えられ る．

Z2 構 造発達史

　河成段丘 の 形成 と菊川断層 の 活動の 関連性 につ い て，図
一6 に

モ デル を示す．

（a ＞高位段丘 の 形 成 ：歌野川の 上〜中流域に 高位段 丘 が形成 さ

れ る．

（b）菊川断層の 活動 ：菊川断層の 活動 によっ て ， 高位段丘面に

左横ずれ変位が生 じる，

（C）中位段 丘 の 形成 ：歌野川の 上〜中流域の 高位段丘面沿い に

中位段丘が形成 され る．

（d）低位段丘 の 形成 ：歌野 川流域 の 中位段丘 沿 い ，木屋川流 域，

田部川流域に 広 く分布す る．

（e）扇状地の 形成 ：低位段丘面を覆うよ うに扇状地が形成 され

る．

（f）現在 ：小沢が発達 して い る．

（b）
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K ：カオリナイト　 Mi ；雲母粘土鉱物 　 Ch ：緑 泥石

　　　 H ：ハ ロイサイト　　 Q 石 英

　　 図
一5　  高位段丘堆積物の 粘 土鉱物組成

　　　　（b）中位段 丘唯積物の 粘土鉱物組成

（c）中位段 丘堆積物の ハ ロ イ サ イ トを含む 粘 士鉱物組成
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〔c）

（d）

（e ）

O（

図
一6 河成段丘の 形成 と菊川 断層の活動の関連性 の モ デル

8．ま とめ

（1）菊川断層沿い に沢 の 屈 曲が認 められ た．左横ずれセ ン ス で

あり，変位量は 80〜120m である．沢の 変位量 と長さの 関係は，

変位量が大きい 沢では，沢の 長 さが長 く，沢の 形成が古い とい

うこ とが考えられ，変位量が小 さい 沢で は，沢の 長さが短 く，

沢の 形成が 新しい とい うこ とが考え られ る．

（2）地形紫胱 お よび空中写真判読か ら，3 面の 段丘 面が認め ら

れた．段丘 面は，上位 か ら，高位段丘 面，中位 段丘面 ， 低位段

丘 面 とした．また，中位段丘 面 と低位段 丘 面の 間には扇状地面

の 存在が 確認 された．

（3）高位段丘堆積物お よび中位段丘 堆積物につ い て ， X 線回折

を行っ た．高位段丘堆積物に つ いて は，K−Mi− enタイプ を示 し，
同 じよ うな後背地 を持 つ と考え られる．また，菊川断層 の 活動

によっ て，後背地に 変化はなか っ た と考え られ る．中位段 丘堆

積物 につ い ては，K−Mi− th タイプ と K− Mi− Ch タイプにハ ロ イ

サイ トが含 まれ る タ イプの 2 種類 を示 した こ とか ら，後背地 が

異なるか，も しく1颯 化の程度が 異な ると考え られ る．

  高位段 丘 形成後，菊川 断層が活動 した．その 後，中位段丘

の 形成 低位段丘 の形成，扇状地 の 形成 とな り，現在の地形 と

な っ たと推定され る．高位段丘形成以降 の菊川断層の 活動との

関係は，現在の とこ ろ不明である．
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